
・増加要因

・減少要因

○H30年度二酸化炭素排出量および前年度との比較（エコアクション21と同様の係数による）

② ③ （全体に占める割合）

27,712,629 kwh 0.513 14,216,579 (72.30%)  

1,282,887 ℓ 2.492 3,196,864 (16.26%)  

142,044 ㎥ 6.214 882,668 (4.49%)  

306,900 ℓ 2.710 831,585 (4.23%)  

134,947 ℓ 2.322 313,300 (1.59%)  

84,957 ℓ 2.624 222,957 (1.13%)  

19,663,953 (100.00%)  

※経年比較のため、係数はエコアクション21導入時と同様の数値を用いて算出しています。

※表示単位未満の四捨五入により、計算が合わない場合があります。

　　②公用車の削減、低燃費車両の導入によるガソリン、軽油使用量の減少

　全体を比較した結果、温室効果ガス総排出量は、削減目標としている前年度比1.0％以上の低減を達成するこ
とができました。
　気候等の外的要因もありますが、環境マネジメントシステム「エコアクション21」の対象施設を平成29年度からエ
ネルギー使用量の大きい学校・給食センターにまで拡大し、ＰＤＣＡサイクルを通じた施設の運用改善が進んだこ
とも一因と考えれます。
　「エコアクション21」については、次年度から対象する施設があることから、削減の余地は残されています。対象
とすることが難しい施設については、外部の事業者のご理解・ご協力を得ながら削減に努めていく必要がありま
す。
　また、前年度比で増加した廃棄物排出量の削減も今後の課題となります。

　二酸化炭素総排出量は前年度と比較して、約6.59%（1,386,597kg）減少という結果になりました。

　なお、この結果について、影響のあった要因は以下のとおりと考えられます。

　　①認定こども園等、一部施設の建て替えによる床面積の増加

　　②エアコン等の空調システムの増設と一部施設での稼働時間の増加

　　③一部庁舎の空調システム運用方法の見直しによる効率化

地球温暖化防止実行計画に係る取組結果について（平成30年度）

電気

灯油

LPG

平成29年度

H29

年度比

(③÷④)

⑤

△ 4.96% 

△ 11.66% 

△ 3.46% 

④

14,958,528

　第２次安曇野市地球温暖化防止実行計画は、市の事務・事業における温室効果ガス排出量の削減の取り組み
として、平成28年９月に策定しました。本計画での削減目標は二酸化炭素排出量を前年度比1.0％以上の低減と
しています。
  この度、平成30年度の取組結果がとりまとまりましたので報告します。

　　①施設の改修等に伴う使用停止

重油

ｶﾞｿﾘﾝ

軽油

合計

ｴﾈﾙｷﾞｰ
種別

平成30年度

使用量 係数

①

△ 13.40% 

△ 1.28% 

△ 20.72% 

△ 6.59% 

CO2排出量

(㎏)

(①×②)

3,618,790

914,337

960,293

317,361

281,241

21,050,550

CO2排出量

(㎏)
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